
主 日 礼 拝 週 報 
 

２０２５．０８．１７                           司 会：   申 鉉 錫 牧 師 

午前１１：００                   説 教：    申 鉉 錫 牧 師 

黙 祷           奏 楽                  中村幸執事 

☆讃 美                             ３４                                         一 同 

☆信仰告白           使徒信条                     〃  

☆交 読                            ２６                                     〃  

☆讃 美                            ４６                                     〃  

 祈 祷                                                     司会者 

聖 書                ヨハネ  14：1～31                         〃  

 讃   美          ４５７                             聖歌隊 

説 教                     心を騒がせるな                      申鉉錫牧師 

☆讃 美                              ３６６                                       一 同 

献 金                    .                            〃  

報 告                                                             司会者 

☆頌 栄                              ６                                      一 同 

☆祝 祷                            申鉉錫牧師 

☆黙 祷         後 奏            中村幸執事 

 閉 会                         一 同 

☆は一同起立  

●２０２５年８月当番 

 

 

お 知 ら せ  

１． ロシアとウクライナの戦争が終わるように 祈りましょう。 

２． イスラエルとアラブの戦争が終るように 祈りましょう。 

３． 酷暑に注意して 熱中症に注意しましょう。 

４． 今は日  々 聖霊降臨日です。使徒達に 私達も習って 伝道に励みましょう。 

５． 韓国の 友好の 為に 祈りましょう。 

 

 

牧 師 所 感 ：                従軍神父  長崎の悔恨  

上の 冒頭の タイトルは、2025 年 8 月 8 日の 朝日新聞 夕刊 社会面の 記事である。 

筆者が 関心を持って 記事に 執着するのは、筆者も 牧師で、戦争で戦った 経験がある 

からである。 

さて 筆者は 従軍 牧師（神父ではない）の経験はない。だが 朝日新聞に紹介された

ジョージ・ザベルカ神父は、アメリカ空軍の従軍神父であった。従軍神父として、当然

なすべく義務を果たしたのに、何故 神父は悔恨しなければならなかったのか。だが 師

が悔恨したのは、「第二次大戦末期、ザベルカ神父は北マリアナ諸島テニアン島を拠点

としていた米軍で、『従軍チャプレン』と呼ばれる軍所属の聖職を務めていた」からだ

と言う。記事によれば、「彼が担当した一つは B29 爆撃機などで編成された航空部隊。

1945 年 8 月 6 日、所属するエノラ・ゲイが広島へ、8 月 9 日にボックスカーが長崎へ、 

原子爆弾を投下した。6 日の作戦が行われる前、ザベルカ神父はテニアン島で、乗員た

ちの無事を祈り、祝福した。」 

ところで終戦後、ザベルカ神父は、自分が乗組員の爆弾投下の為、出撃の際に 無事

に任務を果せるように祈った。その時の師の任務は、出撃する乗務員の無事を祈ること

であった。その任務に対して師は、「原爆も空襲も、道徳的に正当化されることに自分

は納得していた」と確信している。そのことが、無数の人への命を奪ったこととなった

故、罪意識に悩んだという。戦後 ザベルカ神父は、広島・長崎を訪れ、巡礼の旅に 出

たと言う。彼の同僚 ジームス・トマス 神父 (70) の 證言によれば、「ジョージ神父は 

原爆投下時の役割や 被爆地を歩いた経験から、何年にもわたって深い 罪を 背負い、 

それが 彼をむしばんでいた」と振り返ったと言う。 

ところで ザベルカ神父はなぜ 罪意識に悩まされたのか？ 師は 悪い事をしたのでは

なく、当然の義務を忠実に果たした。ではなぜ？  師は 神父（筆者は 牧師）だから、

二律背反の行為に悩んだのではないか。 

最後に、師の 悔恨は 私共 牧師が背負わされている 宿命（仏教用語）に 生きる 姿で

あろう。 

テコエ 明子 執事 案 内 献 金        廣井 琴子 勧師 

 


